
新型コロナ感染症が全世界で猛威を振るう中、当院でも4月に院内感染により12人の感染者が発生し、その感染
拡大防止策として、4月7日から5月6日までの間、外来、入院、救急外来において診療制限を行いました。診療再
開後も患者の受診控えなどの影響から、入院患者は63,196人（前年度比24％減）、外来患者は125,884人（前年
度比22％減）と患者数が大幅に減少しました。そのため、医業収益は前年度比11億2,800万円余の減少となりま
した。しかしながら、医業外収益は、新型コロナ関連の補助金や寄附金の受け入れにより、10億4,200万円余の
増加となりました。結果として、令和2年度の経営状況は、病院事業収益69億6,225万円、病院事業費用は77億
3,466万円で差し引き7億7,241万円の純損失（前年度は10億1,878万円の純損失）と、前年度と比べて、2億
4,600万円余り減少しましたが、依然として厳しい状況が続いています。

※入院延べ患者数は、毎日24時現在の在院患者数に当日の退院患者数を加えたもので、外来延べ患者数は、時間
外患者数を含んだものです。

特別損失
291万円
（0.1％）

減価償却費
7億6,895万円
（9.9％）

経費
14億1,124万円
（18.2％）

材料費
11億5,525万円
（14.9％）

給与費
39億9,529万円
（51.7％）

医業外費用
3億6,169万円
（4.7％）

その他医業収益
1億2,981万円
（1.9％）

一般会計負担金
9億8,692万円
（14.2％）

外来収益
16億521万円
（23.1％）

その他
11億2,514万円
（16.1％）

入院収益 
31億1,517万円
（44.7％）

その他医業費用
3,933万円
（0.5％）

令和2年度 市民病院事業会計決算報告
～温かな心のこもった医療を提供するために～

■問　市民病院医事経営課　☎48－5050

（金額は全て1万円未満四捨五入／端数処理の関係で合計が一致しない場合あり）

SNSでも
情報発信しています

決 算 概 要

皆さんからの
フォローを

お待ちしています

病院事業費用　77億3,466万円 病院事業収益　69億6,225万円

増減令和2年度 令和元年度
63,196人延べ患者数 △20,420人83,616人
173.1人1日平均患者数 △55.4人228.5人
49,955円診療単価 3,124円46,831円
50.6％病床利用率 △15.9ポイント66.5％

125,884人延べ患者数 △35,555人161,439人
518.0人1日平均患者数 △149.1人667.1人
13,262円診療単価 668円12,594円

69億6,225万円病院事業収益 △8,612万円70億4,837万円
77億3,466万円病院事業費用 △3億3,249万円80億6,715万円
△7億7,241万円単年度純損益 2億4,637万円△10億1,878万円

入院

外来

62021.10.15

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
基づき、令和２年度決算の健全化判断比率を示す
４指標と公営企業の資金不足比率を公表します。
これらの比率は、赤字額や借入金の額などをも

とに、自治体の「財政の健全化度」を数値として
表したものです。いずれも、値が少ないほど、そ
の自治体の財政は健全な状態にあるといえます。

■問　行政課財政係　☎95－9869健全化判断比率・資金不足比率

糖尿病は、インスリンというホルモンの不足や作用
低下が原因で、血糖値の上昇を抑える働き（耐糖能）
が低下してしまうため、高血糖が慢性的に続く病気で
す。日本で糖尿病の疑いがある人は、成人の6人に1
人にあたる約1,870万人にのぼります。
糖尿病が原因で亡くなる人を少しでも減らそうと、

病気の予防や治療継続を呼びかけるキャンペーンが世
界中で行われます。キャンペーンでは、一致団結して
糖尿病と闘おうという意味をこめ、青い円＝ブルーサ
ークルをシンボルマークとして用い、シンボルカラー
の青色で歴史的な建造物をライトアップする取り組み
もされています。
日本では、11月14日を含む１週間を全国糖尿病週

間とし、例年各地で講演会や健康相談などが行われる
ほか病院や城跡などがライトアップされています。今
年度も、市民病院ではイベントや講演会は原則行いま
せんが、毎月1回の糖尿病教室は開催しています。

ハナちゃん通信
市 民 病 院 11月14日は世界糖尿病デー

■問　市民病院管理課　☎48－5050

「年末年始 Xmasの食事の楽しみ方」
■時　10月25日㈪　14時～15時30分
■所　市民病院
■対　市民病院の診察券がある人（要予約）
■定　10人程度
■￥　500円
■申　電話で市民病院管理課

10月糖尿病教室

資金不足比率
企業ごとに資金不足（赤字）の割合を示します。

健全化判断比率

※表中の「－」は、資金不足が発生していないこ
を示しています。

※表中の「－」は、実質的な赤字、将来負担が発生していな
いことを示しています。

総評 令和2年度決算は、いずれの指標でも基準を下回り、財政状況は健全であると言えます。

碧南市指標
実質赤字比率
一般会計などの赤字の割合を示す
指標

連結実質赤字比率
全ての会計の赤字の割合を示す指
標

1.9%

－

－

17.54%

25.0%
実質公債費比率
一般会計などが負担する借入金の
返済額などの割合を示す指標（3
か年平均）

早期健全化基準

12.54%

350.0%
将来負担比率
一般会計などが将来負担すべき借
入金の残高などの割合を示す指標

－

碧南市会計名

－
－水道事業会計

20.0%

経営健全化基準

－
下水道事業会計
病院事業会計
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